
1つで
3役!

デザインと使用方法　－DESIGN & USE－
 • 半円状の溝部分でネビィ1やボーンキュレット、エキスカベー
タ―などの円形の作業部のシャープニングを簡単に行えます。

 • 平面部分で円形ブレードの仕上げや、グレーシーキュレット・
シックルスケーラーなど一般的なインスツルメントをシャー
プニングできます。

 • ストーン側面の大きな半円部分で大型のキュレット・ルクセー
ティングエレベーターなどをシャープニングできます。

テクニック　－TECHNIQUE－
潤滑剤
専用のシャープニングオイルをご使用ください。
スケーラー、エキスカベーター、ボーンキュレット
［作業部の丸みを形成］シャープニングするインスツルメント
に適した溝に先端を当て、溝に沿って端から端までインスツル
メントを引きます。必要に応じてこの作業を繰り返します。
※エキスカベーターやボーンキュレットは、外周がぴったりと
ストーンに合っている事を確認しながらシャープニングします。
大型のキュレット・ルクセーティングエレベーター など
インスツルメントの内面を側面の半円部分に沿わせます。　
エッジがストーンにぴったりと沿うように少し傾けます。ストー
ンの長さ分を優しくプッシュストロークします。必要に応じてこ
の作業を繰り返します。

ARKANSAS STONE No.5 BATES
アーカンサスストーン ベイツ

アーカンサスストーン  ベイツ #5
中目O（10×3.8×1.3cm）

SS5
￥13,000

【ベイツストーンを使用したネビィ 1スプーン型ブレードの簡単シャープニング方法】

① ネビィ 1スプーン型ブレードの背面を
2mmの溝の一端にあて、軽く圧力を
かけながら、溝に沿ってプルストローク
します。

② 半分まで来たあたりから、ブレードを前
方に傾けていき、溝の終わりにかけて先
端部分もシャープにしていきます。必要
に応じて上記の作業を繰り返し、ブレー
ド縁全体をシャープニングします。

③ 仕上げに、ブレードの内面が床と平行に
なるようにします。ベイツストーンの背面
（平面）を下方に向けて持ち、ブレードの
内面と平行になるようにあてます。軽い
力でストーンを左右に動かしながらバリ
を除去します。
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※このイラストは説明のため、ストーンと
　ブレードの比率を変えています。
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【製造販売元・製品に関するお問い合わせ先】

ヒューフレディ・ジャパン合同会社
〒1 01-0021 東京都千代田区外神田6-13-10　プロステック秋葉原6Ｆ　
Tel 03-4550-0660　　【受付時間】 9:00～17:00（土・日・祝祭日を除く）

【製造元】　 Hu-Friedy Mfg. Co., LLC

Hu-Friedy.co.jp

シャープニングストーン
アクセサリー

デュアルストーン
粗目／細目（10×2.5×1.2cm）
Dry

SSDGRIT
￥5,000

アーカンサスストーン
ウェッジ  #6A
中目（1 1.4×4.8×0.9～0.3cm）
Oil

SS6A
￥4,000

インディアストーン
#1
細目（10×2.5×1.3cm）
Oil

SSF1
￥4,000

アーカンサスストーン
円錐型（コニカル） 
#299
超細目（8.9×0.8cm）
Oil

SS299
￥4,000

セラミックストーン
#3C
細目（7.6×3.2×0.6cm）
Water/Dry

SS3C
￥4,000

プラスチック
テストスティック
6本入（7.6×0.6cm）

PTS
￥2,400

ヒューフレディ社のシャープニングストーン
及びプラスチックテストスティックは
オートクレーブ滅菌可能です。

アーカンサスストーン
フラット  #4
中目（10×2.5×0.6cm）
Oil

SS4
￥4,000

シャープニングオイル
（29.5ml）

SSO
￥2,500

インディアストーン
ウェッジ  #6
粗目（1 1.4×4.8×0.9～0.3cm）
Oil

SS6
￥4,000

シャープニングストーンについて
シャープニングストーンは、鈍ったカッティングエッジを再び鋭利な状態にし、様々な
粒度・形・サイズがあります。目的に合わせて、適切なストーン選びが重要になります。  

Water：水を使用、  Oil：オイルを使用、  Dry：潤滑剤（水やオイル）は不要

シャープニングストーンのお手入れ
シャープニングストーンは、使用後は、清潔な布で拭いて
金属粒子を取り除いてください。滅菌前に、オイルをこす
り落とすか、超音波洗浄器にかけて除去します。滅菌後は
シャープニング毎にオイルを使用します。必ずシャープ
ニングストーンの全表面を使い、「溝」ができるのを防
いでください。チェアサイドでシャープニングする必要が
ある場合には、オイルなし（ドライな状態）で使用すること
もできます。

オート
クレーブ
OK!

おすすめ！

おすすめ！


